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３
　
発
掘
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調
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者
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・
志
田
　
睦

５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
館
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
―
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

米
子
城
は
中
海
の
入
り
組
ん
だ
湾

（米
子
港
）
に
接
す
る
丘
陵
部
に
築
か
れ
、

そ
の
北
東
部
に
武
家
屋
敷
な
ど
が
展
開
す
る
。
六
遺
跡
は
そ
の
中
で
も
西
側
に

位
置
し
、
県
道
拡
幅
に
伴
な
う

細
長
い
調
査
区
で
あ
る
。

遺
構

・
遺
物
は
主
に
弥
生
時

代
終
末
―
古
墳
時
代
初
頭
、
奈

良
―
平
安
時
代
前
期
、
中
世
後

期
か
ら
近
世
に
か
け
て
み
ら
れ
、

∋

近
世
以
降
の
も
の
が
も
っ
と
も

米

旦里
が
多
い
。
近
世
の
遺
構
と
し

て
は
井
戸
、
貝
溜
り
や
廃
棄
土

坑
な
ど
が
検
出
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
展
開
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
屋
敷
地
な

ど
の
状
況
を
把
握
す
る
ま
で
に
は
至

っ
て
い
な
い
。

遺
物
は
陶
磁
器
類
を
主
体
と
す
る
が
、
木
製
品
も
多

い
。
漆
器
椀
や
下
駄
、

桶
な
ど
の
生
活
用
品
が
大
半
を
占
め
、
木
簡
は
三
点
の
み
で
あ

っ
た
。
そ
の
う

ち

一
点
は
廃
棄
土
坑
と
考
え
ら
れ
る
Ｓ
Ｋ
Ｏ
二
か
ら
で
、
陶
磁
器
類
の
他
、
曲

物
や
建
材
と
考
え
ら
れ
る
木
製
品
と
と
も
に
出
上
し
た
。
こ
の
ほ
か
の
二
点
は

い
ず
れ
も
包
含
層
出
土
で
あ
る
。
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ｏ
Ｆ

ω
は
下
端
が
欠
損
か
。
若
千
弧
状
に
な
る
も
の
の
短
冊
状
を
呈
す
。
上
端
中

央
に
穿
孔
が
あ
る
。
裏
面
は
判
読
不
能
。



②
は
下
端
部
を
尖
ら
せ
た
も
の
。
裏
面
に
は
削

っ
た
痕
跡
が
残
る
。

①
は
短
冊
型
。
下
部
の
三
文
字
し
か
見
え
な
い
。
ま
じ
な
い
札
か
。

９
　
関
係
文
献

⑪
島
根
県
教
育
文
化
財
団
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）（中
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遺
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及
び
木
簡
出
土
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要

山
持
遺
跡
は
出
雲
平
野
の
北
麓
に
位
置
し
、

5  4  3

ざ
ん
も
ち

島
根
・山
持
遺
跡

（Ⅱ
・
Ⅲ
区
）

所
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雲
市
西
林
木
町

調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
三
年

（平
１５
）
五
月
１

一
二
月
、
二
〇
〇
四
年
五

月

１

一

一
月

発
掘
機
関
　
　
島
根
県
教
育
庁
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー

調
査
担
当
者
　
池
淵
俊

一

遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

。
自
然
流
路

・
水
田
跡

奈
良
時
代
の
神
社
建
物
な
ど
が

検
出
さ
れ
著
名
と
な
っ
た
青
木

遺
跡
の
西
約
二
航
に
位
置
す
る
。

遺
跡
は
東
西
二
ｋｍ
南
北
五
〇

〇
ｍ
の
範
囲
に
及
ん
で
い
る
。

今
回
検
出
し
た
主
な
遺
構
と

し
て
は
、
弥
生
時
代
の
自
然
河

道

・
柵
列

・
溝

・
土
坑
、
奈
良

時
代
の
畠
状
遺
構

・
道
路
状
遺

構
、
中
世
後
期
の
自
然
河
道
な
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